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第５章 乾徳⼭のクサリ場施⼯事例 
 本章では令和 3年の 10⽉に整備した秩⽗多摩甲斐国⽴公園内の⼭梨県⼭梨市に位置
する乾徳⼭のクサリ場の施⾏事例をもとにさまざまなパターンのクサリやアンカーボ
ルトの施⼯⽅法を紹介していく。ハシゴや⾜場の補修も同時に実施しているので参考
にされたい。 
 
 
所在地： 
⼭梨県⼭梨市 
 
⼯事期間： 
令和 3年 10⽉ 
      〜12⽉ 
  のべ 7 ⽇間 
（下⾒は除く） 
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鎖場１ 
岩稜帯に⼊り、最初に出てくるクサリ場。 
【上部⽀点再整備前状況】①              ②（拡⼤） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5mm程度の鉄製クサリ。部分的に腐⾷している。固定⽅法は⽴⽊に直接かけ、強度の
低い鉄製シャックルを使⽤。バックアップのアンカーはなし 
 
【再整備前のクサリの状況】（下部より⾒上げたところ） 
                

               
 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クサリが溝の底に落ちており、⾮常に使い
づらい状況だった。再整備後はアンカー位
置を変更することで、クサリが握りやすく
なった。 
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【再整備後状況】 

アンカーボルトを左⼿のしっかりした岩に新設 
（使⽤資材） 
クサリ：M7 ステンレス、上部・中間部アンカー：ケミカルアンカーを RE-500V3 にて
施⼯。 
バックアップ・中間部・及び末端振られ⽌めアンカー：グージョンボルト＋ハンガー 
接続資材：（メイン）M8 ステンレスマイロン（バックアップ）M6 ステンレスマイロ
ン 
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鎖場２   
【再整備前状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5mm程度の鉄製クサリ。部分的に腐⾷している。固定⽅法は⽊に直接かけ、チェーン
ロックで固定。バックアップのアンカーはなし 
 
【再整備後状況】 （左：上部アンカー  右：下から⾒上げた様⼦） 
（使⽤資材） 
クサリ：M7 ステンレス、上部・中間部アンカー：ケミカルアンカー2 本を RE-500V3
で施⼯、末端部振られ⽌めアンカー：グージョンボルト＋ハンガーを２カ所施⼯ 
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鉄製ハシゴ１に接続するための⽊製天板 
【再整備前状況】 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【再整備後状況】 
 
  
（使⽤資材） 
鉄？製アングル材を、グージョンが打てない
狭さだったため、ケミカル全ネジアンカー
（左右２カ所ずつ）にて岩部に取り付け後、
天板に防腐処理済み材⽊をM8 ステンレスボ
ルトにて固定。安定して歩⾏できる状況にな
った。 

天板の⽊材が腐り落ち、1本が⾟うじて紐で
⽌められている状況であり、通⾏するには危
険な状態だった。（その後、残り⽊材も崩落） 
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鎖場３  
 鎖場３と鎖場 4は連続しており、⼀部は連結されている。 
【再整備前状況】 

  
 
 
 
 
 
 
 
【再整備後状況】 
 
 
 
 
 
 

横⽅向の荷重に弱いアイボルト 1本だけに荷重がか
かっており、そこに錆びた鉄製チェーンが取り付け
られていた。また、⾚錆びたリングボルトを番線で
ごく簡単にとめるという⼤変脆弱な⽀点構成。アイ
ボルトとシャックルだけがステンレスのため、他の
資材の錆びが進⾏しやすい状況となっていた。クサ
リの摩耗状況もひどく、元の太さの 3 分の 1程まで
に摩耗し、⼤変危険な状況。早急に交換しなければ
いけない状況であった。 

（使⽤資材） 
アンカー：M12 ステンレス全ネジボルト＋ハ
ンガーに打ち替え。下側にM12 ステンレスグ
ージョンボルト＋ハンガーにてバックアップ
アンカーを設置。クサリ：M８ステンレスチ
ェーンに交換。鉄製オールアンカーは、ステ
ンレス製の全ネジケミカルボルトに打ち変え
た。 

ハンガー取り付け前の
硬化中の様⼦ 
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鎖場４   鎖場４は鎖場３にすぐ上に続くクサリ場。⼀部は連結されている。 
      左右 2本のクサリに分かれている。 
【再整備前状況・左側クサリ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【再整後状況・左側クサリ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古い鉄製杭が打ち込まれ
ている。モルタルのような
もので固められてはいる
が接着性、拡張性のある⽀
点ではない。そこに低強度
のマイロン⾵の⾦具でチ
ェーンが固定されている。
鉄とステンレスの組み合
わせのため、腐⾷が進⾏し
ている。 

（使⽤資材） 
アンカーはメインにM14ス
テンレスケミカルアンカー
「バティノックス」を、バッ
クアップにケミカルアンカ
ーを RE-500V3 にて施⼯。
クサリは既存の M８ステン
レスチェーンを流⽤し、ス
テンレス製マイロンで接続
した。 
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【再整備前状況・右側クサリ】 

 
 
 
 

【再整後状況・右側】 
 
 
 
 
 
  

クサリの⽀点は上部の⽴⽊から取られ
ており、クサリが⽊にめり込み、損傷が
⾒られた。また、右側の崖に振られやす
く、登⼭者がバランスを崩しやすい状態
だった。 
チェーンはしっかりとした M８ステン
レス製だったため、摩耗等がないことを
確認し、そのまま流⽤することとした。
ただし、接続資材は鉄製のものだったた
め交換が必要。 

（使⽤資材） 
上部⽀点は M12 ステンレス全ネジ
ボルト＋ハンガー×２ヶ所に打ち
替え。チェーンは既存のステンレス
製チェーンを流⽤し、マイロンで接
続。下部の鉄製クサリもステンレス
製に交換し、マイロンで接続した。 

さ ら に左写真の
作業員の位置に、
振ら れ⽌め ア ン
カーを新設。これ
で 登 ⼭ 者 が右側
に振ら れ る こ と
はなくなった。 
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鎖場５   
乾徳⼭の頂上直下の「鳳岩（おおとりいわ）」にある全⾼ 20m以上となる乾徳⼭最⻑の
クサリ場。利⽤者が⾮常に多い。 
 
【再整備前状況】 
古い鉄製クサリが最上部の⽀点よ
り岩の弱点を無視し、ただ垂れ下
がっている状態。そのためクサリ
は左右に⼤きく振られ、登⼭者は
バランスを崩しやすい状況だっ
た。（クサリ周囲の岩の⾊が薄くな
っている範囲でクサリの位置が変
わり、その時々により難易度が変
わる状態だった）。 
最上部の鉄製⽀点も古く、変形、
腐⾷、摩耗、クサリの開きなどが
著しく進⾏。⼤変危険な状況だっ
た。アンカーは２ヶ所あったが、
実質的にこのクサリを⽀えていた
のは１ヶ所のみという状況だっ
た。 
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【再整備後状況】 
（使⽤資材） 
最上部のアンカーは、M12 の全⻑ 200mm の
全ネジボルトをメインに、グルーインアンカー
をバックアップとして埋設。メインアンカーの
ハンガーはダブルナット固定とした。 
 
さらに 1m ほど下がったところに振られ⽌め
アンカーを設置し、クサリを岩の弱点に導くラ
インとした。 
 
 
 
 

 
 
 
  

 

また中間地点にはグルーインアンカー×2
点にて中間⽀点を設置し、クサリの下半分を
岩の再弱点に沿ったクサリを設置できた。 
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⼭頂直下（鎖場 5）巻き道/下降路階段   鎖場５の巻き道 
【再整備前状況】 
［上部ロープおよびハシゴ］ 

多くの登⼭者が安全性について確認すること利⽤する場所だが、古いリングボルトに切
れかかったロープやトラロープが無造作にくくりつけられ、ハシゴも脆弱なリングボル
トに番線でくくりつけられているだけの状況。 

 

 
 
 

［下部ハシゴ］ 
こちらも古いリングボル
トが番線でくくりつけら
れているだけの状況。ガタ
つきも⼤きかった。 
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【再整備後状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 

［下部ハシゴ］ 
（使⽤資材） 
アングル材とグージョンボルトでハシゴ２箇所を固定することで、ガタつきを解消。 

 
  

［上部ロープおよびハシゴ］ 
（使⽤資材） 
アンカーをグルーインボルトで接
着し、M8ステンレスチェーンに交
換。 
ハシゴはアングル材とグージョン
ボルトで固定することでガタつき
も解消した。 
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鎖場６   
⼭頂より北側の下⼭路に向かった最初のハシゴに併設されたクサリ場 
【再整備前状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【再整備後状況】 
 
 
 
 
 
  

（使⽤資材） 
アンカー：鉄杭をグルーインボルト＋
M12グージョンボルト埋設に変更。ハ
シゴもアングル材と M10 グージョン
ボルトで固定した。 

アンカーとなる杭は曲がり、細いクサリが下が
っている状態。ハシゴの固定も腐⾷したリング
ボルトと番線という貧弱な状況だった。 
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鉄製階段２とその上の劣化したフィックスロープ 
【再整備前状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【再整備後状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

⼿⾸ほどの⽴⽊に腐⾷
した細いロープが結ば
れ、それを伝ってその
下の⾼さ 2.5m 程のハ
シゴを登⼭者が昇降し
ていた。ハシゴはリン
グボルトと切れかかっ
た番線で繋がっていた
が、ガタガタと動く危
険な状況。 
また、ハシゴのステッ
プは変形していた。 

（使⽤資材） 
腐⾷したロープ箇所は、グルーインアンカーを２ヶ所
新設し、クサリを架設した。さらにクサリの末端側に
もバックアップとしてグージョンボルト＋ハンガーを
埋設して繋いだ。 

※上から 2 つ⽬のアンカ
ー位置の岩には節理が確
認されたが、打診や⼈⼒に
よる荷重程度ではビクと
もしない⼤きさ（重量）で、
摂理の⼊り⽅も崩落する
可能性が少ないと判断し
たため、この位置に設置。 

ハシゴ部分はステップの交換
を⾏ない、M10 ステンレスグ
ージョンボルト＋アングル材
を２ヶ所に設置して固定する
ことで、ガタつきを解消した。 
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鎖場７   
⼭頂付近の岩稜帯では最後のクサリ場 
【再整備前状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【再整備後状況】 
（使⽤資材） 

 
 

ステップの交換は、厚さ３mmのアングル材を⽤
い、M10 スレンレスボルトとナット、ワッシャー
を⽤いた（交換前は鉄製のボルト類が⽤いられ、
緩めることができないほどに腐⾷・固着していた
ため全て⼯具で切断）。 

古い鉄製杭1本にかなり
摩耗したクサリが下が
っている状況。その下に
アルミ製ハシゴがハー
ケンと番線により設置
されていた。 

アンカー：鉄製杭からグルーインボルト２箇所に交
換。クサリ：M８ステンレス製に交換。既存のアル
ミ製ハシゴがアイゼン等による損傷がひどいこと
から、今後ハシゴ⾃体を登⼭管理者の⼭梨市にて交
換予定である。 
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鎖場８  ⼭頂付近の岩稜帯クサリ場から離れた下⼭道に位置するクサリ場 

 
【再整備前状況】 
古い鉄杭にかなり摩耗し腐⾷したクサリが設置され
ていたが、現状では、このクサリ場の上部を横切り、
上部から⾒て左側に下⼭路が出来上がっており、ク
サリはあまり使われていない状況。 
 
【再整備後状況】 
古いクサリは撤去し、この岩場を横切るラインに⼿
すり代わりのロープを既存の鉄杭と⽴⽊に結びつけ 
る形で設置。アンカーを設置したかったが、適切な岩
がなく断念した。 
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■おわりに 〜反省点と今後の課題等〜 
・乾徳⼭は登⼭者が多く、作業の中断を余儀なくされる場⾯が多かったが、鎖場 7 のハ

シゴ交換・固定をのぞき、何とか作業を終えることができた。 
・今後、細かい調整や増し締め等は必要となるが、使⽤状況を⾒ながら、点検・調整を

続けていくことが⼤切である。 
・また、本事業での施⼯内容は「クサリのアンカー設置および交換作業」が⽬的であっ

たが、付設されている階段（ハシゴ）の補修・固定作業、ロープの交換なども必要と
なり、これらにかなりの時間を要してしまった。それらを含めた全体的な作業の所要
時間の⾒積もり、⼈員の確保などが必要であったと反省している。 

・しかしながら、破断⼨前の⾮常に危険な状態であった乾徳⼭のクサリ場を再整備・更
新できたことは本当に良かった。そして、本事業で培われたクサリ場整備の技術や考
え⽅が、今後他の地域の登⼭道のクサリ場整備に役⽴てられるならば嬉しく思う。 

 
クライムワークス 井上 ⼤助 

 


